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 第六章では「矢先（に）」を扱う。時間的近接関係を表す複合辞「～矢先（に）」は江
戸時代に見え、「Ｖる」形に付いて、前件の事態の成立した直後に後件の事態が成立する
意を表した。明治期になると、「Ｖる」形に続く形式は直後の意を表すとともに、前件の
事態の成立する直前に後件の事態が成立する意でも用いられるようになる。明治期には「う
とする」「うという」に続く形が多く見え、実質的には〈前件の事態の成立する直前に〉
という意で用いられている。「矢先に」が「Ｖた」形に続くのは一九〇八年（『坑夫』）
が調査した範囲では最も早いものであった。明治期には口頭語的、俗語的な「矢先へ」の
使用も見られ、大正期には、「ている」に続く「矢先に」が直後性を表す例も見えるよう
になった。 
  総じて、複合辞という形態は単純語としての助詞・助動詞の用法を補うものとして、近
代語において発達したものであり、現代日本語の特徴の一つである。歴史的に見ると、複
合辞は室町時代末期には既に存在しており、江戸時代に入ってさらに発達していった。時
間的近接関係を表す複合辞では、江戸時代に「瞬間」以外の「とたん」「はずみ」「拍子」
「矢先」の語が成立しており、「拍子に」は一五世紀にまで遡ることができる。その接続
の形式は「Ｖる」形（現在形）であったが、「はずみに」だけはいち早く「Ｖた」形（過
去形）が用いられていた。明治期に入ると、「はずみに」以外にも、「Ｖた」形に続く形
式が用いられるようになり、「とたん（に）」「はずみ（に／で）」「拍子（に）」「矢
先（に）」に加えて、「瞬間（に）」も「Ｖる」形・「Ｖた」形いずれにも付く形で用い
られた。その後、「とたん（に）」「はずみ（に／で）」「拍子（に）」では「Ｖる」形
接続は衰退し、現代では「Ｖた」形接続だけが用いられることになった。一方、「矢先に」
は新たに「Ｖた」形に接するようになり、「Ｖた」形か「Ｖる」形かの接続の違いによっ
て、直後／直前という意味の違いを持つというように、用法を明確化する方向で発達して
きた。このように「Ｖた」形に付く方向で変化してきたのは、前件が過去の、もしくは完
了した事柄として表現されることで、その直後性、継起性の意味がより明瞭になるからで
あり、表現を合理化していくという傾向によるものであると言うことができよう 
